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ABSTRACT As the adaptating experiment in field， one of foreign species， 

NIetasequoia glyttostroboides was planted and compared with Qワ!ttomeriajψonica 

at the foot of Mt. MISAKA in YAMANASHI Pref. We examined the relation-

ship between the survival rate of seedling of two species and dimate， property 

of seedling and soil. 

1) As shown in Fig. 1， percentage of the survival in .A1etasequoia was 98%， 

while only 45% in C. jatonica. 

2) Because of small relative hight， high Top-Root ratio in seedling and 

extreme little rainfall before and after planting， C. jatonica could'nt keep 

the balance of demand and supply of water in seedling， and was dead. 

On the other hand， Metasequoia that seedlings were healthful， 

decideous and sprouted slowly in spring was survived well on the ground 

(Fig. 2， Tab. 1). 

3) Percentage of the survival in BD soil type was higher than that in BD'. 

Drawing inference from the exermination into the physical properties of soil 

on natural condition， it seemed that the difference of moisture content of 

fresh soil was concerned with the survival 

要 旨 現地趨用試験として，メタセコイヤとスギの比較楠栽を主?とない，活着率と

気象，苗木の性質主:・よび土壌の性質との関係について検討を加えた。

1) メタセコイヤの活着率は平均98%であったが，スギは45%にすぎなかった。

2) スギ苗はT/R率がたかく佐長ぎみで，航栽時の異常乾燥のために水分の需給の

バランスがとれ宇枯死したO メタセコイヤは T/R率がひくかったほかに，落葉性で

春先きの芽ばえがお・そいため， よく根付いたものと考えられる。

3) 土壌型別にみた活着率はBD型のと ζ ろがBD'型よりたかかった。土壌の自然

状態の理学性のうちで，採取時の含水量が活着率に関係していたものと考えられた。
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注呂される導入樹種のひとつとして，メタセコイヤがあげられる。 1958年，現地適用試験として，

御坂山系の林地にスギと比較植栽したところ，たまたま植付け前後に雨がながく降らなくて，スギは

活着がきわめてわるかったが，メタセコイヤはよく根づいたO

また，試験地内の局所的な場所のちがし、によっても活着の良否がみられたので，なにが原因で活着

の成績が左右されたかにクいて，気象，苗木の性質，土壌の条件などにクいて検討をくわえた。

なゐ現地調査にあたり，御協力を賜わヮた甲府林務事務所の小林九万技師に深く感謝す・る。

調査の 方法

1.試験地

試験地は甲府盆地の南東に横たわる御坂山系の北側にあたり，笛吹川の支流である金川の上流で，

東八代郡御坂町上黒駒地内の県有林のなかに設けられている。地質は第三紀層だが，試験地の基岩は

石英閃緑岩であった。 標高はむよそ 900mで，北東にむかった斜面で，伐採す・るまえの林相は，

クリ，サワシノ丸ヤマハンノキなどの広葉樹の林であった。

2. 試験の計画

試験地は地形，土壌型がちがうので，各区を 9a (30m)く30m)としメタセコイヤとスギの対照

区を設け，沿の沿の施肥l玄と無肥区としこれらを繰り返した計8区である。

1Th(付本数は，土壌型BDVi2000本， Bn'は3000本楠えとしそれぞれ 1区あたり1.69本島よび 289本を

植栽したO

3. しらべかた

4月19日， 20日に，上記の計画に従・って梢栽し活着苗の測定は 6月20日にお・こなった。誤IJ定本数

はM付本数の 20%とし BDの 2000本楠えのところは l区42本 (6X 7)， BD'の3000本相えでは

63本 (7X 9)で，両樹f:ffi:とも 210本宇つの計420本を調査した。

苗木の性質を知るため，仮tI在中のものを，ゐの.t-~.・の 5 本宇つぬきとり，根:際直径と首長から比較苗高

(DjH)を算出し，さらに地上部と地下部の重さから TjR率をもとめた。

土壌の性質については，スギの活着がもっともよい区とわるい区から，主・のおの 3カ所-をえらび、，深

さ 15cm"-'20cmの土壌を採取し，自然状態の理学性をしらぺた。

気象費料は黒駒観測所の資料によった。

調査の結 果と考察

1.活着率

試験地の名・区の活着率を第 l 図にしめず。な~図中の数字は活着率をしめす・。

メタセコイヤの活着率は平・均 98%となり，もっとも悪い区でも96.8%であった。これにたいして，

スギはメタセコイヤの半分以下の45%で，もっともよいところでも69%，活着率が最倍の区は，わす=



かに14.3%にすぎなかった。

また，土壌型別による活着率をもとめると， BDが Bp 

79.5%となり BD'の64.8%より 14.7%もよく根付い

ていた。なゐ，との差は 1%以下の危険率で有意で

あったO

2.守古木の性質

苗木のよしあしは，いろいろの条件によって支配

されることは勿論であるが，苗木の比較苗高と

T/R 率にういて，訟の:ì;~.の 5 本宇つの平均をしら

ぺた結果を示すと第 1表のと沿りである。

比較苗高の値が小さい苗が健苗である3)と考えら

れているが，第 l表から，メタセコイヤは平均1.0

にすぎないが，スギでは1.4であったO 樹種はちが

うが，苗木の大きさは，どちらも60cm内外であり，

スギ苗は地際の太さにくらべ，苗高の大きい従長ぎ

みの苗木であったことがうかがえる。

つぎに， T/R率をみると，メタセコイヤは平均
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Fig. 1 Percentages of the survival of 
C. Japonica and JVfetasequoia 

Table. 1 Relative-height and top-root ratio in the seedling of 

C. Japonicαand Metαse翌uoia

Sample Hseeeigdhlit ng of 
Diameter 

Relative ¥恥i…Species in soils 
T/R surface l oftop ofr∞ 

No. (cm) (cm) height I (m~) 1 (mg) 

73 0.8 1.1 48.8 18.8 2.6 

lvletase- 2 54 0.6 1.1 18.8 11. 3 1.7 

3 69 O. 7 1.0 41. 3 18.8 2.2 
quoza 4 53 0.6 1.1 15.0 7.5 2.0 

5 58 0.5 0.9 11. 3 3.8 3.0 

)Averagel 61 0.6 I 27.0 I 12.0 2.3 

57 0.8 1.4 63.8 15.0 4.3 

Cγypto・
2 45 0.6 1.3 33.8 7.5 4.5 

3 65 1.0 1.5 116.3 26.3 4.5 
ηzerza 4 73 1.2 1.6 210.0 48.8 4.3 

5 74 1.1 1.5 116，3 30.0 3.9 

A、 60 0.9 1.4 108.4 25.5 4.3 

2.3であるが，スギでは 4.3と，はるかに大きい値をしめしている。スギ苗の T/R率は 2.--3がよ

いといわれる5)ので，とのスギ苗は地上部と地下のバランスがとれない苗木であったとおもわれる。
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したがって，根からと()いれた水よりも，地上部から蒸散す・る水の方が;f6.j;;>く，活着がわるかったも

のと推定されるo これにたいして，メタセコイヤは，TjR率が小さく:t)，さらに植付のころには，

僅かに芽が開いていた程度であったので，水分の要求量が，スギよりはるかにすくなくてすんだもの

と考えられる。

3. 気象

もよりの黒駒観測所の資料によると，例年の 4月の平均気温 12.7
0

Cにくらべ， 13.7
0

Cで 1OC 

たかし、が， 5月は逆に2.50Cひくくなっていたoまた， 4月， 5月の降水量を， 5日間づ、つ積算して

図示す・ると第2図のようになる。
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Fig. 2 The amount Rain・fallaccumlated every five days 

Note: A wave line shows the date planting seedling 

例年の 4月の83.5mmにくらべて， 17.9mmときわめてすくないo5月は，ほぼ例年にちかい値を

しめしているが，中旬以降に集中している。 4月 1Elから 5月10日まで40日間の!年水量は， 27.5mm 

にすぎ宇， 1日の降雨量はlOmm以下の日ばかりである o 佐藤氏4)によると， 7月項苗畑で20日間，

まった《雨の降らなかった乾いた土壌の状態に 5mm程度の雨が降っても，わすτかに地表から1.5cm

ほどまでうるお・ずにすぎないという o 主:・そらく，梢付時のこの異状乾燥によ O て，苗木の活着が倍下

したわものと思われる O そのほか，例年の航付は 4月上旬であるが，本年はゐよそ10日ほど烏くれ，

仮植r:l::t，苗木に潅水， 日除けを~.こなっていたo この苗木を念に乾燥した土壌に植えたので，さらに

枯損率をたかめたものと考えられる。

4. 土。壌

スギの活着率がもっともよいところと，わるいところから，深さ 15cm~20cm の土をとり， 自然

状態の-理学性を調べた結果は第2表のと立去りである。



Table 2. Physical properties of soil on the natural condition， 

sampled from 15-20cm in depth 

I '{7 ~ l_  Water I Moisture 1 
Sample l Volume i holding icontent of|Porosity l Air 
N尚o. 引W恥附f句凶eiゆg悼ht川Ica叩叩p伊a抗勺C

46 I 70 I 43 I 78 I 8 

1 2 I 46 69 25 I 80 11 

3 I 39 65 14 77 I 12 

Average 68.0 27.3 78.3 10 

50 70 20 80 10 

E 2 46 63 19 79 16 

3 47 61 12 77 16 

Ave時 l 17.0 78.7 14 

以下，便宜的に活着率のょいところを1，わるいところをEとよぶ。
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土壌型はいす芋れも趨j間性褐色森林土であったが， 1は BD，耳はBD'で、あった。土壌の断面にあらわ

れた訟もなちがいをあげると，前生樹の根の分布は，むしろ Iより Eのほうが深いところまで入って

いたo 1の構造は， B層上部まで団粒状構法が発達していたが， IIはA層上部に団粒状， A層の下部

から B層上部には竪果状または塊状の構浩がみられた。斜面の方位は，いす=れも北京で，比高はEの

方がわすτかに高い。

土壌の自然状態の理学性をみると，容積重，最大森水量，孔I強量のちがいは，ほとんどみられなか

ヮたが，採取時の含水量に差がみられたo 1が平均27.3%であったのに対して， IIでは17.0%0こぎ宇，

I の方が，~よそ 10%令長かったo (20%の危険率〉。また，最小零気量にもみかけのちがいがみら

れたが，はっきりした差で、はなか・った。以上のことから自然状態の理学性のうちで，土壌の含水量が，

苗木の活着と関係がふかし、ものと考えられた。
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